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京都府 

・京都府立八幡支援学校（知的・肢体） 

・京都府立聾学校（聴覚）  

・京都府立丹波支援学校（知的・肢体） 

 

1. 「地域貢献」というキーワードの設定 

 京都府では、次の 2 点をテーマに設定し、研究を行った。第一に、交流及び共同学習にお

ける児童生徒に生きる力を育む教育的有効性を実践的に検証することである。具体的には、

交流及び共同学習と教科別・領域別の指導、各教科等を合わせた指導における指導のねらい

との適切な関連の在り方について明らかにする。また、他の教科別・領域別の指導、各教科

等を合わせた指導で培われた力が、どのように交流及び共同学習において発揮されたのか

を検証し、生きる力を育む総合的な教育課程の在り方を明らかにする。 

 第二に、地域社会との教育実践の共有や地域社会への発信等により、共生社会の形成に貢

献する。地域社会で共に活動する実践により、地域社会に共生社会の理念がどのように広が

っていったかを明らかにする。このように、京都府では「地域貢献」をキーワードに共生社

会の形成・実現に向けた取組について各研究指定校で検討した。 

中でも、京都府立丹波支援学

校（以下、「丹波」）では、「地

域とつながる」をテーマとし

て、授業づくり・研究を行って

きた。その際、植草学園大学教

授 名古屋恒彦氏等に助言等を

受けながら研究を進めた。具体

的には、地域社会の中で豊かに

生き抜くためにつけたい力と

して、平成 29 年度に「つけた

い力表」（資料 1）を作成した。 

研究協力校（課程又は障害種） 

 

研究の成果 

 観点１： 

各モデル事業内、及び近隣自治体間における概念（用語）の共通理解・合意形成 

 

資料 1 つけたい力表 
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小学部から高等部の全学級を発達段階ごとに分け、学部を越えた分科会を組織し、学部研

究と縦割り研究の２つで研究を進めた。学部研究においてはそれぞれの学部（生活年齢）に

おいてつけたい力を、縦割り研究では、児童生徒の発達年齢におけるつけたい力や系統的な

指導のあり方について討議した。これらをもとに、各学部の実践を検討・共有することで、

12 年間の系統性のある指導の実現を目指した。 

また、KKPJ（共生社会形成貢献プロジェクト）という名の下に、地域とつながる質の高

い実践の積み上げを行った。授業等において実際につながることができた地域の方や地域

の施設を整理し、「T（丹波）S（支援）G（学校）つながりマップ」（資料 2）として一覧に

まとめた。一度、一覧にまとめることで、マップを活用しながら地域資源を有効活用した質

の高い授業実践を行うことが可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1. 教育課程マネジメント年間指導計画の作成（京都府立八幡支援学校） 

京都府立八幡支援学校（以下、「八幡」）では、「一人一人の共生社会につながる交流及び

共同学習～共生社会でよりよく豊かに生きる力を育む教育課程づくり～」を研究テーマに

設定し、知的障害特別支援学校のカリキュラム・マネジメントに取り組んだ。平成 29 年度

の成果として、「教育課程マネジメント年間指導計画」（資料 3）を作成した。 

「教育課程マネジメント年間指導計画」を作成する際のポイントとして、次の 3 点を考

慮した。第一に、同時期に取り組む他の教育活動とのつながりの計画を意識した「教科等横

観点２： 

教育課程・個別の指導計画の実施状況とその評価 

資料２ TSGつながりマップ 
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断的なつながり」、第二に、児童生徒にどのような力をつけたいかを考えた学習内容の年間

計画である「年間のつながり」、第三に、学習の節目に設定する交流及び共同学習である「交

流及び共同学習とのつながり」である。 

「教育課程マネジメント年間指導計画」を作成・活用することで、「教科等横断的なつな

がり」の点では、「ある教科・領域での目標を達成するための活動を他の教科・領域に取り

入れることができた」「ある教科・領域の授業で扱いきれなかった内容を自立活動で個別に

アプローチすることができた」などといった成果が挙げられた。また、「年間のつながり」

という点では、「授業内容が体系的・発展的になっているか、確認・調整がしやすくなった」

「学習する内容に偏りがないか確認しやすくなった」といった成果が挙げられた。「交流及

び共同学習とのつながり」という点では、年間指導計画があることで授業講習の時期を把握

し、単元の中での授業交流の位置づけを明確にし、有効活用することができたという成果が

あった。それぞれのつながりが、個々の生徒の今の到達点を成果とし、今後はより有機的な

つながりとなるよう吟味する必要性がある。 

上記のように、教科横断的な視点や年間のつながりへの意識は高まった一方で、それらの

意味や効果についての検討が不十分であり、児童生徒の実態に即したつながりになってい

るのか、という点に大きな課題が残った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 教育課程マネジメント年間指導計画 
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2-2. 「授業ガイド」による地域との関係づくり 

「丹波」では、「社会に開かれた教育課程」の実現のため、学校として育成する資質・能

力を明確にし、地域社会と共有することが重要であるという視点に立ち、年間 6 回の学校

公開を行った。その際、学習で子どもたちにつけたい力や工夫した点を「授業ガイド」（資

料 4）として作成し、参観者から授業への意見や感想を受け、よりより授業づくりに取り組

んだ。また、参観者には、「授業参観アンケート」で授業を評価してもらうとともに、子ど

もたちが地域の中で豊かに生活していくために必要な力や活動のアイデアを考えてもらっ

た。なお、「授業ガイド」は、保護者や地域の方に授業内容等がより伝わりやすいように簡

単な言葉で完結に書くことを全校で意識した。 

 

 

 

3. 「授業改善シート」の作成・活用 

 「八幡」では、平成 29 年度に、「教育課程マネジメ

ント年間指導計画」に加え「授業改善シート」（資料

5）を作成した。児童生徒一人一人の目標・指導内容・

指導方法・評価規準・学習評価を「授業改善シート」

から明らかにし、授業改善に取り組んだ。 

 授業改善を行う際には、「活動の選択」「活動量の調

整」「活動の流れの設定」「活動の場の設定」「道具等

の選択」「ペアやグループの設定」「直接的な言葉掛け

や問いかけの工夫」の 7 観点を挙げている。一つの単

元につき一つの「授業改善シート」を作成し、毎時（も

しくは毎次）の授業の成果と課題を共有し、授業改善

を継続した。 

資料 5 授業改善シート 

資料 4 授業ガイド 

観点 3： 

個のニーズにあわせた指導法、学習環境・支援の工夫 
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4-1. 「丹波」の事例 

 「丹波」では、各学部が同年代の児童生徒で交流及び共同学習を設定している。中でも、

高等部は、互いの理解を深め、活動を通して学び合うことを目標に、学校がある口丹地域の

全ての高校の希望した生徒が一同に「丹波」に集まる交流会を開校当初から継続的に行い、

システム化している。平成 29 年度は 39 回目の交流会であった。 

 口丹地域の高校生との交流会に向け、「丹波」の実行委員と口丹地域の各学校の代表者が

集まり、学校代表者会議を行った。学校代表者会議は、各グループに分かれて少人数で障害

理解学習や当日に向けた準備を行った。当日は、「丹波」の高等部からは 61 名、口丹地域

の高校生は 57 名、合計 118 名が参加し、各校の発表や 7 つの分科会に分かれて活動を行

った。参加した生徒からは、「今日たった一日だったけど、みんなと盛り上がり笑い合うこ

とができて本当に楽しかったです。」「人は支え合っているということを実感することがで

きました。」「自分の学校の生徒をもっとつれてきたいと思った。もっと学べると思うから。

障害があってもなくても『自分たちといっしょやん。』っていうことがわかった。」等の感想

があった。交流会後、第二回学校代表者会議が開かれ、交流会のまとめと次年度に向けた話

し合いがなされ、交流当日の感想文を冊子にして各校に送付した。 

 

4-2. 「八幡」の事例 

「八幡」では、小学部の「遊び」の指導において、以下のようなエピソード記録が得られ

た。 

観点４： 

障害のない幼児児童生徒・地域社会との交流及び共同学習の設定 

小学部の「遊びの指導」では、 運動会をテーマに、背伸びやしゃがむ等の普段しない

ような体の動かし方を経験したり、友達や教師と楽しい活動をすることで要求や思いを

言葉や表情で伝えたりすることを目的とする単元を実施した。前単元とのつながりや、

同時期に取り組む他の教育活動とのつながりも意識し、自立活動や日常生活の指導で

は、「伝えたい」と思ったときに伝えられる表出方法や、人との関わり方等を学んでい

る。また、初めての人や活動が苦手な児童が多いことに配慮し、全員が見通しと自信を

もって活動に向かい自立的に動けるように、活動の流れをほぼ同じにした。これら児童

一人一人に合わせた設定や支援が実を結び、ついた自信や意欲を土台に、授業交流に臨

んだ。初めて会う高校生に緊張し、強ばった表情の児童もいたが、活動が進むにつれて

「これ知ってる！」と自信をもち、高校生と一緒に活動することができるようになった。

自分から高校生に対して「もう一回」「もっと」と言葉や行動で表す児童の姿も見られ

た。「楽しい！もっとやりたい！」「もう一回って伝えたい」等言葉やサイン、写真カー

ド、表情で伝えることができた。 
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5. 交流及び共同学習の意識調査アンケート 

 「八幡」では、児童生徒、保護者、教職員を対象に「交流及び共同学習意識調査アンケー

ト」を実施し、交流及び共同学習の教育効果を検討した。アンケートの結果、生徒からは、

「知らない人に会っていくなかでコミュニケーションが高まっていった。」「自分の得意な

ことを相手に教えてあげられるようになった。」等、コミュニケーションに関する記述が多

くあった。 

また、保護者からは、「高校生と触れ合うことで普段はできないことも体験でき、良い刺

激になっている。」といった交流及び共同学習の意義に関する記述や、「以前は受け身がちだ

ったが、だんだん自分の思いを伝えようとする行動がでてきた」といった児童生徒の成長に

関する記述、「交流する機会を設けることで、日常的に障害のある子ども達と関わることが

ない地域社会の方達とも自然と関わりをもつことができる場になってくると感じます。」と

いった共生社会の形成に果たす役割に関する記述が見られた。 

教職員からは、「日々の学習でつけてきた力（他者と協力する、誰かを見本に取り組んで

みようとする、集団で活動する等）を交流及び共同学習の場で発揮し、確かなものへとなっ

ていると感じる。」といった児童生徒の成長に関する記述や、「限られた交流の相手と時間で

はあるが、その小さなつながりが、いずれ個々の高校生や本校の児童生徒にとって、社会で

の生活に結び付いていくと、日々の交流のなかでの関わりを見て感じる。」といった、障害

理解に関する記述が見られた。 

これらの結果から、交流及び共同学習の実践が、互いを尊重し、支え合い認め合う機会と

なり、そのことがこれからの共生社会の形成の担い手となる人を育てることにつながって

いると考えられる。 

 

 

観点５： 

多面的な視点からの学習評価・授業評価・学校評価の実施 

 

 

 


